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2006～2007年度 

９月第４例会プログラム 
 

 

● 点鐘      会長 

● ロータリーソング   四つのテスト 

● ビジター紹介    親睦活動委員会       

● 幹事報告 

● 委員会報告 

● 会食 

● クラブフォーラム 

● にこにこＢＯＸ   Ｓ．Ａ．Ａ 

● 出席報告    出席委員会 

● 点鐘      会長 

● ロータリーソング   それでこそロータリー 

                

 

9月 28日（第2400回）

2006年～2007年度 国際ロータリーのテーマ 

 会長 鈴木 實    幹事 円城寺 紘征 【URL】http://www.tuchiura-rc.org 【E-mail】office@tuchiura－rc.org 

事務局：土浦市中央２－１６－９（常陽銀行４Ｆ） 【TEL】０２９－８２２－１２５０ 【FAX】０２９－８２４－８８３０ 

 

 
 

言行はこれに照らしてから 

１．真実か どうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるか どうか 

RI（国際ロータリー）の創立：1905（明治 38）

日 本のロータリー創立： 1 9 2 0 （ 大正 9 ）

四つのテスト 

 

RI会長 

ウィリアム・ビル・ボイド 

                 秋の彩り 



 

1. 来賓挨拶  第７分区 直江 忠則 ガバナー補佐   
 本日は１０月５日のガバナー公式訪問の打ち合わせ等も含め、ご相

談とご挨拶に伺いました。本来であれば就任してすぐにお伺いしなけ

ればいけないところでありましたが、地区の研修会等にガバナー補佐

は出席が義務づけられていることもあったりして、スケジュールの調

整がうまくいかず大変失礼をしました。 

 土浦ＲＣの皆様には先輩クラブとしていつもご指導を賜り、誠に有

難うございます。私達はつくば学園ＲＣの子クラブにあたりますので、

土浦ＲＣの孫クラブになるわけですが俗に「子供より孫のほうが何と

か」とかいいますので、ご指導の程宜しくお願い申し上げます。 

 土浦ＲＣの創立は昭和３３年ということで、私が高校を卒業した年

でもあります。土浦ＲＣの平さん、鈴村さん、小野さん、廣瀬さんも

同期であります。先日、貴クラブの現況報告書等を見させて頂きましたが、チャーターメンバー３３名のお名前が

しっかりと載っていたりして創立５０年の重みがひしひしと感じられました。 

本年度の佐藤ガバナーは１９５３年生まれの５３歳という若さでありますが、全国３４地区のガバナーの年齢を

調べたところ、１９３０年代生まれが一番多く２４名・１９４０年代が６名・１９２０年代が３名・１９５０年代

が佐藤ガバナー一人であります。今まで地区が出したガバナーの中では塙ＰＧと同じぐらいであります。佐藤ガバ

ナーは公式訪問や研修会等で若さを前面に出しており、いろいろな質問にもテキパキと答えておりますしクラブ協

議会等でも適切なアドバイスをなさっております。 

 本年度のＲＩテーマは「率先しよう」でありますが、佐藤ガバナーも「自ら率先してください」と強調していま

す。又、識字率の向上・水保全・保健と飢餓の問題・ロータリー活動を続けて取り上げております。 

地区の目標といたしましては、１クラブ１名の会員純増・ロータリー財団は１３０ドル以上/１名・米山奨学２万円

以上/１名のご寄付と土浦ＲＣにはいつもお世話になっておりますが、ベネファクター１名を宜しくお願いしたいと

のことであります。分区の事業は、１１月９日豊里ＧＣにて「懇親ゴルフ大会」・２月１０日ホテルグランド東雲に

て「ＩＭ」・２月２３日ゆ～ワールドにて「懇親ボウリング大会」が開催されますので、多数の皆様のご参加をお願

い申し上げます。３月２３日～４月２０日までＧＳＥの受け入れがありますがアメリカ・オハイオ州から５名の予

定です。皆様のご協力の程、何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

２． 筑波大学図書贈呈式          

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑波大学附属図書館長 植松 貞夫氏 

 本年もまた、貴クラブの姉妹クラブ陽明ＲＣからの「俗文学叢刊」１００冊をご寄贈賜りまして誠に有難うござ

います。１９８５年から２２年間毎年、相当量の図書をご寄贈頂いておりますことに感謝申し上げますとともに、

皆様方の国際親善、社会貢献のご見識の高さに敬意を表させて頂きます。 

先週の例会報告 

図書「俗文学叢刊」１００冊 筑波大学附属図書館長  植松 貞夫 氏 

筑波大学大学院教授   稲垣 泰一 氏 

筑波大学大学院助教授  小松 建男 氏 



 毎年申し上げていることでありますが、筑波大学も法人化以降、あらゆる点で経費削減が求められておりまして、

図書館も本の購入費用の確保に汲々としておりますので、今回のようにご寄贈頂きますことは誠に有難いことでご

ざいます。ことに、筑波大学は開学以来、国際的にも開かれた大学ということで、多くの留学生を受け入れており

まして現在、１２００名弱（大学２０％・大学院８０％）が在籍しております。そのうち、最大勢力は中国本国で

ありまして４００名強、韓国２００名強、という状況で、台湾からは約５０名の学生が来ております。こういった

学生のために、外国語の図書も購入しているのですが、アジア地域は出版事情、ならびにその流通体制の点でやや

問題がありまして、なかなか入手が困難な状況にあります。そういった意味からも台湾資料を中心にご寄贈いただ

きましたことは有難いことであります。先日、棚の整理をしておきましたので早速、利用のための手続き等を行い、

利用に供したいと存じます。 

 法人化後は、地域との連携、地域貢献の推進が、大学を挙げての大きな方針となっております。私自身も、先日

は、土浦市立図書館の新館を駅東再開発地区に建設しようということで、設計者選定をお手伝いさせて頂きました。

これから開館までお手伝いさせて頂くことになっております。 

 筑波大学附属図書館は地域の方にもご利用頂けるようになっております。我々の図書館は国立大学の中でも屈指

の規模と内容を誇っております。地域産業の活性化等に資する資料も所蔵しているかと思います。是非ご来館下さ

い。 

 最後になりましたが、土浦ＲＣの益々のご発展と、会員の皆様のご活躍を祈念致しまして、御礼の挨拶とさせて

頂きます。 

 

筑波大学大学院人文社会科学研究科助教授 小松 建男 氏 

 俗文学の寄贈頂き大変有難うございます。私共、中国文学をやって

いる者にとって、筑波大学にはこういう俗文学のコレクションがあま

りなくて大変不自由にしていたところ、数年前からご寄贈頂き大変感

謝しており今後多いに活用して参りたいと思います。 

 俗文学は作品であると同時に商品であります。作品とは、自分で評

価するものであり完成品であります。商品とは他人が評価するもので

双方向性をもち、変わっていくものであります。俗文学には「水滸伝」

のように増補もあり、続編もあり、今の日本での「三国志」はこの状

態であります。 

 俗文学はお客様の目で見て、良いものは残っていくし、市場から見

て良いか悪いか。所謂マネージメントとブランドイメージの関係でもあると思われます。ブランドイメージを確立

した後に何があったのか？どんなふうに持続されようとしていたのか？どう変化しようとしていたのか？いろいろ

なことを知る上で、ご寄贈して頂きました俗文学資料は大変貴重であります。 

大いに利用して、いい仕事をさせて頂いて、社会に還元出来ればと思っております。 

 本日は本当に有難うございました。 

 

３. 幹事報告 

・会員増強委員会より、会員候補者推薦の書面が提出されたことを受け、本日臨時持ち回り理事会を開催し確認

した。 

・１０月２２日（日）「土浦市健康まつり」が開催予定であり、土浦ロータリーとしても毎年医療相談で協力を実

施しておりますが、本年も事務局より後援の依頼が届いております。 

 ・ライラ申込書がきております。皆様に改めてご案内致します。 

  

４. 委員会報告 

・親睦活動委員会 

  親睦お月見会の締め切りが、本日となっておりますので、多くの会員の皆様のご参加をお待ちしており 

ます。 

   



 

 ○出席委員会  優良出席卓表彰（8月） 

   2卓（90.63％） 臼田・白石・塚本・沼尻・廣瀬・福田・堀越・渡辺（俊） （8名） 

    7卓（90.63％） 石川・磯・海老原・小原・小坂・中川・山上・吉川    （8名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 来訪ロータリアン  

 直江 忠則ガバナー補佐（つくばシティ） 

 久松 林 セクレタリー（つくばシティ） 

 

 にこにこＢＯＸ  

  9/21 17,000円    累計  547,000円 

☆直江ガバナー補佐～今年度一年間宜しくお願い致します。 

  ◎誕生祝～小原 美年子様 

  ※写真～飯山君  

 

 出席報告  

会員 欠席 出席 出席免除 出席率 

68名 11名 57名 12名 80.36％ 

                        

 例会予告  

   

    10/5  ガバナー公式訪問 

      ガバナー歓迎家族懇親お月見会 18:00～ 

  10/12 卓話「職業奉仕月間に因んで」 

地区職業奉仕総括委員長 作山 吉永 氏 

 

 

★本日のメニュー★ 

飛鳥汁 

海鮮すし 

レタスのベーコンオイル添え 

 

 

第2回第7分区協議会開催 

 

日 時：平成18年10月14日(土) 

登録18：00  開会18：30 

場 所：ホテルグランド東雲 

会 費：5,000円 

出席者：会長・幹事 

第7分区親睦ゴルフコンペ 

 
日 時：平成18年1１月9日(木) 

    スタート8：35 

場 所：豊里ゴルフクラブ 

申込締切：平成18年10月20日(金) 

～ お知らせ ～ 

10月は職業奉仕月間です！ 

 職業奉仕は、ロータリーの第2奉仕部門です。以前は、それぞれの事業または専門職務において、

また、これらを通じて他者に奉仕するのは、ひとえにロータリアン個人の義務でした。しかし、1987

年にＲＩ理事会は、職業奉仕をロータリー･クラブの責務でもある、と再定義しました。1989年に

規定審議会は、職業宣言を採択しました。 

 

さらに、ロータリアンとロータリー･クラブは、四つのテストと呼ばれる職業奉仕の水準を守るよ

う奨励されています。これは、1954-55年度ＲＩ会長のハーバードＪ.テーラーの考案したもので、

下記に示す通り、簡単な四つの設問から成るテストです。これは、職業奉仕だけでなく、すべての

奉仕部門、実質上あらゆる生き方に直ちに応用することができます。 

次のようなものです。 

 

言行はこれに照らしてから 

1. 真実かどうか 
2. みんなに公平か 
3. 好意と友情を深めるか 
4. みんなのためになるかどうか  

 

―2006年ロータリアン必携より― 


